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１.はじめに 

 公益財団法人宮崎文化振興協会(以降「協会」と表記)が所管する教育施設は、宮崎科学技術

館、大淀川学習館、みやざき歴史文化館、宮崎市佐土原歴史資料館、宮崎市天ケ城歴史民俗資

料館があり、来館者が楽しく学習できる教育施設である。各館では、多くの展示物（資料等を

含む）を常設展示している。その中には、あまり注目されなかったり、入館者が理解しにくか

ったりする展示物もある。魅力的な展示のためには、新たな展示物を導入することも必要であ

るが、既存の展示物を生かしていく努力もしなければならない。 

そこで、本研究では、展示物のあり方を見直し、展示の仕方や説明方法について検討を行っ

た。その際、学校が展示物を教材として活用しやすいように学習指導要領との関連づけを行う

こととした。さらに、教職経験者以外の職員が、学習指導要領の意味を理解して研究に取り組

めるように、学習指導要領の説明会を行い、展示物の検討の始めには、展示物を改善すること

を目的としたワークショップを行った。この取組に関連して、学校が各館を授業で活用できる

ように、展示物と学習指導要領を関連づけたガイドブックも作成した。 

  

２.学習指導要領に関する説明会 

協会には、職員が 78 名在職し、そのうち宮崎市から派遣された指導主事が３名、教職経験

者が９名いる。説明会の前に学習指導要領についてのアンケート調査をしたところ、学習指導

要領という言葉を知っている職員は、70％（教職経験者除く）であった。また、実際に見たこ

とがある職員は20％（教職経験者除く）であった。 

そこで、学習指導要領について、職員が理

解するために全職員を対象に説明会を実施し

た。説明会では、学習指導要領には、時代に

応じたテーマがあり、これまでも改訂が行わ

れてきたことや今回の改訂は、OECD(経済協力

開発機構)が実施している生徒の学習到達度

調査（PISA）や国際数学・理科教育動向調査

（TIMSS）の結果が大きく影響を与えているこ

とを説明し、実際にこれらの国際問題を解い

たり、調査結果を見たりすることで、職員は、

現在必要とされている学力観の一端を捉える

ことができた。 

それらを踏まえて、論理立てた学習の必要性や、担当者からの一方的な伝達ではなく、児童・

生徒が生活体験やこれまで学んだ知識を活用して新たな知識を獲得することの大切さについて

説明した。具体的には、知識は伝えるだけではなく学習者と共に構築していくものであること、

その過程では対話が重要であることなどを、事例を挙げて示した。 

一方で、職員の現状として、展示解説の場面で話し過ぎることは、その説明が学習者の思考

【図１】TIMSSの課題の一部 
【図１】TIMSS の課題の一部
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１．はじめに

公益財団法人宮崎文化振興協会 ( 以降「協会」と表記 ) が所管する教育施設は、宮崎科学技

術館、大淀川学習館、みやざき歴史文化館、宮崎市佐土原歴史資料館、宮崎市天ケ城歴史民俗

資料館があり、来館者が楽しく学習できる教育施設である。各館では、多くの展示物（資料等

を含む）を常設展示している。その中には、あまり注目されなかったり、入館者が理解しにくかっ

たりする展示物もある。魅力的な展示のためには、新たな展示物を導入することも必要である

が、既存の展示物を生かしていく努力もしなければならない。

そこで、本研究では、展示物のあり方を見直し、展示の仕方や説明方法について検討を行った。

その際、学校が展示物を教材として活用しやすいように学習指導要領との関連づけを行うこと

とした。さらに、教職経験者以外の職員が、学習指導要領の意味を理解して研究に取り組める

ように、学習指導要領の説明会を行い、展示物の検討の始めには、展示物を改善することを目

的としたワークショップを行った。この取組に関連して、学校が各館を授業で活用できるよう

に、展示物と学習指導要領を関連づけたガイドブックも作成した。

　

２．学習指導要領に関する説明会

協会には、職員が 78 名在職し、そのうち宮崎市から派遣された指導主事が３名、教職経験

者が９名いる。説明会の前に学習指導要領についてのアンケート調査をしたところ、学習指導

要領という言葉を知っている職員は、70％（教職経験者除く）であった。また、実際に見たこ

とがある職員は 20％（教職経験者除く）であった。

そこで、学習指導要領について、職員が理解す

るために全職員を対象に説明会を実施した。説明

会では、学習指導要領には、時代に応じたテーマ

があり、これまでも改訂が行われてきたことや今

回の改訂は、OECD( 経済協力開発機構 ) が実施し

ている生徒の学習到達度調査（PISA）や国際数学・

理科教育動向調査（TIMSS）の結果が大きく影響

を与えていることを説明し、実際にこれらの国際
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問題を解いたり、調査結果を見たりすることで、職員は、現在必要とされている学力観の一端

を捉えることができた。

それらを踏まえて、論理立てた学習の必要性や、担当者からの一方的な伝達ではなく、児童・

生徒が生活体験やこれまで学んだ知識を活用して新たな知識を獲得することの大切さについて

説明した。具体的には、知識は伝えるだけではなく学習者と共に構築していくものであること、

その過程では対話が重要であることなどを、事例を挙げて示した。

一方で、職員の現状として、展示解説の場面で話し過ぎることは、その説明が学習者の思考

を阻害する可能性があることについても言及した。

また、知識の探求・習得・活用は、それぞれの段階に分かれたり、別個に存在したりするの

ものではなく、全ての学習の段階で小刻みに存在し、それぞれが補ったり、深化したりするこ

とで知識が身に付くことについても共通理解を図ることができた。

　

３．学習指導要領と展示物との関連性を考えるワークショップ

各館の職員が、展示物の理解を深めることと、そこに潜んでいる問いを見つけ、学校等との

連携をより深めるために、全職員を対象にワークショップを行った。

ワークショップの流れは、以下の通りである。

１) 展示物の理解を深めるワークショップ

①　趣旨説明（5分）：ワークショップの内容と時間配分、方法について説明をした。各館で確

認したことは、「表題の作成」「表題の意図」「解説文の作成」である。また、解説文は、最

大 200 文字で作成することとした。

②　グループの活動および発表準備（60 分）：グループに分かれ、実際に展示物を見ながらディ

スカッションを行った。グループのメンバーは、学習指導要領の内容と展示物をつなぐため

の表題をつけ、解説文を作成した。その後、プレゼンテーションソフトを用いた２分間の発

表準備も行った。

③　発表：各グループ２分で、展示物の表題・解説文・学習指導要領との関連や表題・解説文

を作成した意図を発表した。

④　わかちあい（１人 30 秒）：１人 30 秒ずつ、今回のワークショップを行った感想を述べた。

⑤　アンケート記入（５分）：アンケートには、「初めて知ったこと」「業務へ役立つかどうか」「感

想」の３点について自由記述で回答した。

２) グループのメンバー構成

ワークショップグループのメンバーは、学芸員・経理担当・教職経験者等、様々な立場の者

が業務内容やこれまでの経験を生かしてディスカッションができるように編成した。
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ワークショップグループのメンバーは、学芸員・経理担当・教職経験者等、様々な立場の

者が業務内容やこれまでの経験を生かしてディスカッションができるように編成した。 

 

４.各館の実践事例 

１）宮崎科学技術館 

＜展示物＞ 

 人力エレベーター 

＜改善の目的＞ 

 この展示物は、ゴンドラに乗り、滑車に通してあるロ

ープを自分の力で引っ張ると、ゴンドラを持ち上げるこ

とのできる装置である。２つのゴンドラは同じ重さであ

るが、動滑車の数が異なる。 

 この装置は、定滑車と動滑車の組み合わせでできてお

り、定滑車で力の向きが変わること、動滑車の数で力の大きさが変わることを体験できるも

のである。この展示物で扱う内容は、中学校学習指導要領の「運動とエネルギー」にあたり、

力のつり合いや運動の速さと向きなどが含まれる。目に見えない力を体感できる実験器具で

はあるものの、原理や規則性を考えず、２つのゴンドラの乗り比べもしないため、展示物の

【図２】色を替えた定滑車 

定滑車の色を塗り替えた 

【図２】色を替えた定滑車

ねらいに気づかない来館者が多く見られる。そこで、この展示物をより有効に活用するため

に、２つのゴンドラの乗り比べを促し、力のはたらきについて分かりやすい説明をしようと

試みた。 

 

２）大淀川学習館 

＜改善内容＞ 

 館内展示解説パネルの工夫・改善 

＜改善の目的＞ 

館内の展示物は大淀川に関する資料収集や研究

も兼ねており、中には調査研究のために専門的な

知識を求める来館者もいる。そのような目的の場

合は、子どもに分かりやすく説明する程度の解説

では満足できず、展示に対して専門的な内容の解

説を付けて欲しいとの要望もある。 

 来館者のどこに視点を合わせるかが常に悩みど

ころであり、試行錯誤の中、展示解説パネルを工

夫・改善してきた。 

 そこで今回の改善では、上記の課題を解決する

ために、現在設置している解説パネル付近に、子

どもに親しみやすい「吹き出し」形式の掲示を行

うことで、幅広い年代に対応できるようにした（図

３）。 

 

３）みやざき歴史文化館 

＜展示物＞       

民具（昔の道具） 

＜改善の目的＞ 

この展示は、小学校学習指導要領社会科の第３

学年及び第４学年の内容構成項目の「地域の古い

道具、文化財や年中行事、地域の発展に尽くした

先人の具体的事例」を受けて構成している。 

当館の昔の道具コーナーには、第３・４学年生

が、「きょう土につたわるねがい」という単元の学

習を進める際に、学校・学年あるいは個々の児童

が何回も足を運び学習できる素材が豊富にそろっている。そこで、子どもの目線に立って昔

話に出てくるなじみの道具類を使って身近に感じることができるようにした。（図４）。 

【図４】民具と昔話のタイトルの展示例 

【図３】展示した吹き出しの例 【図３】展示した吹き出しの例
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４．各館の実践事例

１）宮崎科学技術館

＜展示物＞

人力エレベーター

＜改善の目的＞

この展示物は、ゴンドラに乗り、滑車に通してあるロープ

を自分の力で引っ張ると、ゴンドラを持ち上げることのでき

る装置である。２つのゴンドラは同じ重さであるが、動滑車

の数が異なる。

この装置は、定滑車と動滑車の組み合わせでできており、定滑車で力の向きが変わること、

動滑車の数で力の大きさが変わることを体験できるものである。この展示物で扱う内容は、中

学校学習指導要領の「運動とエネルギー」にあたり、力のつり合いや運動の速さと向きなどが

含まれる。目に見えない力を体感できる実験器具ではあるものの、原理や規則性を考えず、２

つのゴンドラの乗り比べもしないため、展示物のねらいに気づかない来館者が多く見られる。

そこで、この展示物をより有効に活用するために、２つのゴンドラの乗り比べを促し、力のは

たらきについて分かりやすい説明をしようと試みた。

２）大淀川学習館

＜改善内容＞

館内展示解説パネルの工夫・改善

＜改善の目的＞

館内の展示物は大淀川に関する資料収集や研究も兼ね

ており、中には調査研究のために専門的な知識を求める

来館者もいる。そのような目的の場合は、子どもに分

かりやすく説明する程度の解説では満足できず、展示に

対して専門的な内容の解説を付けて欲しいとの要望もあ

る。

来館者のどこに視点を合わせるかが常に悩みどころで

あり、試行錯誤の中、展示解説パネルを工夫・改善して

きた。

そこで今回の改善では、上記の課題を解決するために、

現在設置している解説パネル付近に、子どもに親しみや

すい「吹き出し」形式の掲示を行うことで、幅広い年代

に対応できるようにした（図３）。
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【図４】民具と昔話のタイトルの展示例 
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【図４】民具と昔話のタイトルの展示例

４）宮崎市天ヶ城民俗資料館 

＜出前授業＞ 

「効果的な授業支援の在り方」 

＜改善の目的＞ 

本館の事業の一つである「授業支援事業」は、

小学校第３学年の社会科の「古い道具と昔のく

らし」の学習の支援として資料館に収蔵されて

いる昔の道具を活用し、各学校の学習の充実に

資する目的で実施されている。本事業は、授業

の支援活動を行うことを主にしており、子ども

たちが、楽しさや成就感を得られる授業を目指

した（図５）。 

 

５.考察 

 本研究で説明会やワークショップを行った結果、職員が、それぞれの施設の展示物と学習指

導要領や学校の授業とを繋げていく必要性や可能性を認識することができた。ワークショップ

では、その繋げる方法を体験できた。また、職員自らが、展示物の改善を行った結果、展示物

への理解が深まり、解説の視点に変化があった。 

参加した職員からは、「ワークショップ後、子どもの視点から展示物を眺めてみると、付け加

えたり、修正したりすべき点がたくさんあることがわかった。」（みやざき歴史文化館：学習指

導員）、「見慣れている展示物にも、様々な疑問や可能性が隠れている事を知ることができた。」

（科学技術館：主事）、「普段は事務ですが、お客さんにとっては、役職に関係なく学習館職員

となるので、展示について知っておくのは大事だと思った。」（大淀川学習館：主事）という感

想があった。 

これらの体験を通して、現在各館において他の展示物についても本研究での取組を引き続き

実践中であり、今後の研究の発展が期待できる。また、展示物以外について出前授業や実験教

室でも子どもの発達の段階に応じて、どのように説明すれば、よりよく伝わるかということも

話題になるようになっている。 

 本協会が所管する教育施設は、教科で言えば、社会科と理科が中心であり、この異なる教科

の研究上での共通点を模索したが、「科学」というキーワードでくくり、科学とは、論理的な思

考であると定義づけしたことで、各館が目標に迫ることができた。今後は、展示物の解説に関

して、知識を子どもに与えるという視点から事象に対し、会話をしながら一緒に知識を構築し

ていくスタイルについて検討していきたい。 

本研究を実施するにあたり、授業支援の在り方についての工夫や改善に意欲的に取り組んで

きた。その結果、少しずつではあるが要請校が増えてきたことは１つの成果である。ただ、宮

崎県内の学校総数で見た場合は、半数程度の利用にとどまっている。授業支援については、小

学校３学年への案内文書や口コミ等で認知が広がりつつあるものの、活動内容や効用について

の理解が十分ではないと思われる。そのため、それらについての啓発活動を、今後さらに推し

進めていく必要があり、学校が学習目的で協会の教育施設へ行くことができるように、学校支

【図５】模擬授業の様子 【図５】模擬授業の様子
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３）みやざき歴史文化館

＜展示物＞

民具（昔の道具）

＜改善の目的＞

この展示は、小学校学習指導要領社会科の第３学年

及び第４学年の内容構成項目の「地域の古い道具、文

化財や年中行事、地域の発展に尽くした先人の具体的

事例」を受けて構成している。

当館の昔の道具コーナーには、第３・４学年生が、

「きょう土につたわるねがい」という単元の学習を進める際に、学校・学年あるいは個々の児

童が何回も足を運び学習できる素材が豊富にそろっている。そこで、子どもの目線に立って昔

話に出てくるなじみの道具類を使って身近に感じることができるようにした。（図４）。

４）宮崎市天ヶ城歴史民俗資料館

＜出前授業＞

「効果的な授業支援の在り方」

＜改善の目的＞

本館の事業の一つである「授業支援事業」は、小学

校第３学年の社会科の「古い道具と昔のくらし」の学

習の支援として資料館に収蔵されている昔の道具を活

用し、各学校の学習の充実に資する目的で実施されて

いる。本事業は、授業の支援活動を行うことを主にし

ており、子どもたちが、楽しさや成就感を得られる授業を目指した（図５）。

５．考察

本研究で説明会やワークショップを行った結果、職員が、それぞれの施設の展示物と学習指

導要領や学校の授業とを繋げていく必要性や可能性を認識することができた。ワークショップ

では、その繋げる方法を体験できた。また、職員自らが、展示物の改善を行った結果、展示物

への理解が深まり、解説の視点に変化があった。

参加した職員からは、「ワークショップ後、子どもの視点から展示物を眺めてみると、付け

加えたり、修正したりすべき点がたくさんあることがわかった。」（みやざき歴史文化館：学習

指導員）、「見慣れている展示物にも、様々な疑問や可能性が隠れている事を知ることができた。」

（宮崎科学技術館：主事）、「普段は事務ですが、お客さんにとっては、役職に関係なく学習館

職員となるので、展示について知っておくのは大事だと思った。」（大淀川学習館：主事）とい
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う感想があった。

これらの体験を通して、現在各館において他の展示物についても本研究での取組を引き続き

実践中であり、今後の研究の発展が期待できる。また、展示物以外について出前授業や実験教

室でも子どもの発達の段階に応じて、どのように説明すれば、よりよく伝わるかということも

話題になるようになっている。

本協会が所管する教育施設は、教科で言えば、社会科と理科が中心であり、この異なる教科

の研究上での共通点を模索したが、「科学」というキーワードでくくり、科学とは、論理的な

思考であると定義づけしたことで、各館が目標に迫ることができた。今後は、展示物の解説に

関して、知識を子どもに与えるという視点から事象に対し、会話をしながら一緒に知識を構築

していくスタイルについて検討していきたい。

本研究を実施するにあたり、授業支援の在り方についての工夫や改善に意欲的に取り組んで

きた。その結果、少しずつではあるが要請校が増えてきたことは１つの成果である。ただ、宮

崎県内の学校総数で見た場合は、半数程度の利用にとどまっている。授業支援については、小

学校３学年への案内文書や口コミ等で認知が広がりつつあるものの、活動内容や効用について

の理解が十分ではないと思われる。そのため、それらについての啓発活動を、今後さらに推し

進めていく必要があり、学校が学習目的で協会の教育施設へ行くことができるように、学校支

援用のバスの費用を予算立てするなどの支援も必要である。

今回の取組の結果、宮崎科学技術館での一般の来館者からのアンケートに「意外に学校の授

業に役立つんですね。」というものがあった。この意見は、非常に喜ばしいものであるが、施

設によっては、多くの来館者が学習という部分や学校との関連を知らないということでもある。

協会が所管する教育施設は、教育的な使命があり、楽しい施設である必要もある。私たちが

提示する展示物やプログラムの中での楽しさと教育的内容の配分や事業そのものの教育的価値

を研究していくことは、本協会の展示物の説明や解説の工夫・改善だけでなく、同じような課

題をもつ類似施設にとって、博物館と学校との連携の参考となる取組となり得る。今回の研究

は、協会施設の展示物の工夫・改善は、一定の成果を収め、本研究を基にした展示物と学習指

導要領を関連づけたガイドブックも作成した。今後は “ 博学連携 ” を視野に入れた実践的な活

動をしていく必要がある。
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